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応 募 資 格 

対 象 事 業

事業実施期間

募 集 期 間

提 出 書 類

選考方法等

提 出 先

問い合わせ先

１

２

３

４

５

６

７

８

みなべ町及び田辺市に活動拠点のある組織・グループ

世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システム」の保全・活用・推進活動
・ 梅・炭の販売促進、商品開発、生産者育成など
・ 生物多様性保全活動、ミツバチ保全、里山学習、ジビエ活用など
・ 加工技術・栽培技術・管理技術等の伝承、梅・炭文化等の伝承など
・ 産業観光の推進、観光素材の発掘、人材育成、認定地域との交流など

補助金交付決定日～平成31年３月29日

平成30年4月16日（月）～平成30年5月14日（月）午後５時（必着）

誓約書、交付申請書、事業計画書、収支予算書、団体概要調書など
（提出書類は、役場うめ課、田辺市梅振興室に置いています。また、世界農業遺
産みなべ・田辺の梅システム専用サイトからダウンロードできます）

審査委員会による書類選考を行います。必要に応じて、ヒアリング・プレゼンテー
ション等を行います。
審査結果をもとに、本事業予算額の範囲内で助成金交付の可否及び金額を決
定します。（補助金の限度額は２０万円。ただし、営利目的の場合、２分の１以内で
１０万円以内。）

役場うめ課または、田辺市梅振興室

みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会事務局（みなべ町役場うめ課内）
電   話　０７３９－７４－３２７６　　  
F A X　０７３９－７２－３８９３
MAIL　wakayama@giahs-minabetanabe.jp
H    P　https://www.giahs-minabetanabe.jp/

　世界農業遺産に認定された「みなべ・田辺の梅システム」を保全・活用・推進していくため、世界農業
遺産に関連する地域の自主的な活動を募集し支援します。

平成30年度 世界農業遺産住民提案型
地域活動支援事業の募集について

（事業例）
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みなべ町地域防災計画の見直しを行いました

　この計画は、災害対策基本法第42条の規定に基づき、みなべ町防災会議を開き、審議し作成した計画です。
 みなべ町の地域にかかる災害に関し、予防活動、応急対策活動及び復旧活動等について記載しており、町土並
びに町民の生命、身体及び財産を災害から保護するため、実施すべき事務を定めています。

１. 地域防災計画とは

　地域防災計画は、以下の災害での課題・教訓や災害対策基本法・防災基本計画・和歌山県地域防災計画の修
正内容を反映し、見直しました。

２. 見直しの背景

・南海トラフ地震の発生確率の修正
30年以内の発生確率が、70%程度から70～80％に引き上げられました。
・地区防災計画の策定への取り組み
自主防災組織における自助・共助の取り組みの促進に向けて、「地区防災計画ガイドライン」等を参考に、地区防
災計画の作成等に取り組みます。

・災害時においては、状況に応じて、避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）が発令されます
が、下表のとおり、区分や住民に求める行動を見直しました。

３. 主な見直しの内容

・防災教育の推進、地域防災リーダーの育成
・避難勧告等の躊躇なき発令、多様な伝達手段を用いた確実な伝達

平成27年9月
関東・東北豪雨
平成28年4月
熊本地震
平成29年7月
九州北部豪雨

・被災者の生活環境の改善（避難所のみならず、車中泊、テント泊避難者への配慮）
・家庭内物資を最大限活用する「家庭内循環備蓄」への発想転換
・情報伝達手段の多重化、多様化の推進
・自助・共助の取組の推進（地区防災計画の作成）

○要配慮者、特に避難行動に時間を要する避難行動要支援者は、計画された避難
場所への避難行動を開始（避難支援者は支援行動を開始）
○上記以外の者は、家族等との連絡、日常用持出品の用意等、避難準備を開始

○通常の避難行動ができる者は、計画された避難場所等への避難行動を開始
○避難を行うことにより人の生命または身体に危険が及ぶ場合には、屋内での待
避等の安全確保措置
○避難勧告等の発令後で避難中の住民は、確実な避難行動を直ちに完了
○未だ避難していない対象住民は、直ちに避難行動に移るとともに、そのいとまが
ない場合は生命を守る最低限の行動
○避難を行うことにより人の生命または身体に危険が及ぶ場合には、屋内での待
避等の安全確保措置

区　分 住民に求める行動

課 題・教 訓

避難準備・
高齢者等避難

開始

避難勧告

避難指示
（緊急）
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　町の会計年度は４月から３月までですが、出納整理（お金の出し入れ）は５月末まで行われます。そのため受け入
れや支払いがまだ行われていないものもありますので、下の各表は決算額ではありません。

平成２9年度一般会計、特別会計の３月末日現在の予算執行
状況、基金（預金）と町債（借入金）の状況などをお知らせします

平成29年度予算の執行状況（平成30年3月末日現在）

基金の状況

町債残高の推移（各年度末の状況）

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

農業集落排水事業

公 共 下 水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

一 般 会 計

特 別 会 計

104億5,769万8千円

56億124万円

24億9,370万8千円

3億209万円

17億461万4千円

2億6,173万3千円

5億8,310万9千円

2億5,598万6千円

160億5,893万8千円

85億7,288万2千円

    43億821万6千円

22億4,842万7千円

1億5,539万5千円

12億9,226万3千円

1億4,535万円

2億4,558万2千円

   2億2,119万9千円

128億8,109万8千円

82.0%

76.9%

90.2%

51.4%

75.8%

55.5%

42.1%

86.4%

80.2%

70億775万8千円

47億3,285万4千円

21億6,363万円

2億8,462万3千円

14億7,139万円

2億4,153万2千円

3億7,775万1千円

   1億9,392万8千円

117億4,061万2千円

67.0%

84.5%

86.8%

94.2%

86.3%

92.3%

64.8%

75.8%

73.1%総合計

会計名 予算現額
平成３０年３月末現在収入 平成３０年３月末現在支出

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

注意　一般会計、簡易水道事業特別会計の予算については、平成28年度の繰越予算が含まれます。   

名称 平成29年度末
見込高

平成28年度末
現在高

普通会計債

H26 H27 H28 H29 H30
（見込）

特別会計債 合計

69億
7,185万
7千円

69億
7,185万
7千円

195億
858万
8千円

195億
858万
8千円

125億
3,673万
1千円

125億
3,673万
1千円

68億
1,956万
9千円

68億
1,956万
9千円

186億
7,711万
6千円

186億
7,711万
6千円

118億
5,754万
7千円

118億
5,754万
7千円

67億
9,236万
1千円

67億
9,236万
1千円

179億
5,420万
3千円

179億
5,420万
3千円

111億
6,184万
2千円

111億
6,184万
2千円

67億
1,645万
2千円

67億
1,645万
2千円

170億
6,442万
2千円

170億
6,442万
2千円

170億
9,714万
6千円

170億
9,714万
6千円

103億
4,797万円
103億

4,797万円

66億
8,170万
7千円

66億
8,170万
7千円

104億
1,543万円
9千円

104億
1,543万円
9千円

財政調整基金

減債基金

福祉基金

国民宿舎整備基金

公共施設整備基金

地域づくり基金

中山間ふるさと水と
土地保全基金

町営住宅改修基金

防災基金

生涯学習推進基金

ふるさと応援奨学基金

環境保全型地域
活性化基金

国保財政調整基金

介護給付費準備基金

簡易水道事業財政
調整基金

下水道基金

奨学金貸付基金

高額療養費等貸付基金

土地開発基金

公共料金支払基金

　　　　合計

14億8,260万5千円

4億8,339万2千円

3億2,014万1千円

78万8千円

5億5,883万9千円

4億4,867万2千円

　2,112万1千円

9,149万9千円

2,127万6千円

1億1,460万3千円

1，122万円

　9億1,353万6千円

1億4,970万9千円

2,519万4千円

　1,805万4千円

1億8,631万1千円

1億1,529万8千円

324万8千円

4億8,672万2千円

4,000万円

54億9,222万8千円

104億1,543万9千円

66億8,170万7千円

170億9,714万6千円

103億4,797万円

67億1,645万2千円

170億6,442万2千円

14億8,199万1千円

4億8,340万9千円

3億2,014万1千円

78万8千円

9億4,267万7千円

7億5,354万9千円

　2,112万1千円

1億1,698万2千円

1億4,961万2千円

1億570万3千円

1，112万円

　8億5,629万4千円

1億5,101万9千円

2,951万円

　2,844万6千円

１億8,582万２千円

１億1,529万８千円

324万8千円

4億8,672万1千円

4,000万円

62億8,345万1千円

町債の状況
平成29年度末
見込高

平成28年度末
現在高

普通会計債

特別会計債

合計

名称
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　4月1日付けで、人事異動を行いました。　
　なお、紙面の都合上、参事級から係長級、保育所幼稚園関係は所長と主任保育士、新規採用職員、退職者の
掲載としています。
　 枠内の左から、新職名、氏名、旧職名とし、昇格には○を付けています。

みなべ町職員人事異動

課長級

総務課 防災企画室長

税務課長

住民福祉課長

会計管理者兼会計課長

学校給食センター長

住民福祉課長

○税務課副課長

会計管理者兼会計課長

学校給食センター長

○建設課副課長

井上　 弘

中野 晴弘

桂　 弘文

谷村 行則

和田 浩司

係長級

総務課係長
（防災企画室）

生活環境課係長

産業課係長

建設課係長

建設課係長

農業委員会係長

○総務課主任

○生活環境課主任

○産業課主任

農業委員会係長

○建設課主任

税務課係長

土井　祥裕

山本　幸規

武田　孔秀

川﨑　卓也

二葉　雄一

井上　博昭副課長級

健康長寿課副課長

健康長寿課副課長

産業課副課長

うめ課副課長

建設課副課長

建設課副課長

教育学習課
幼児教育室長

○健康長寿課主幹

○健康長寿課主幹

○総務課主幹

○産業課主幹

総務課副課長

○建設課主幹

○教育学習課主幹

岩﨑 道則

石上 千草

野中 直弘

長瀨 一也

前田 伊久雄

船谷 長弘

宮﨑 明弘

課長補佐級

総務課課長補佐
（防災企画室）

総務課課長補佐
（防災企画室）

総務課課長補佐

税務課課長補佐

税務課課長補佐

住民福祉課課長補佐
（和歌山県後期高齢者
医療広域連合派遣）

生活環境課課長補佐

生活環境課課長補佐

産業課課長補佐

建設課課長補佐

総務課課長補佐

○総務課係長

○住民福祉課係長

○税務課係長

○住民福祉課係長
（和歌山県後期高齢者
医療広域連合派遣）

○生活環境課係長

○生活環境課係長

○産業課係長

保育所　幼稚園関係　所長

上南部こども園長

清川保育所長

高城保育所長

南部幼稚園長

○上南部こども園長

○清川保育所長

○高城保育所主任保育士

高城保育所長

水﨑 恭子

中川 美恵子

米澤 栄子

森本 里美

新規採用職員

住民福祉課主事補

建設課主事補

教育学習課主事補
（幼児教育室）

南部保育所保育士

高城保育所保育士

大串 享平

小西 悠介

野尻 奈緒

岡本 範子

宮城 嘉巳

退職（平成30年３月３１日付け）

樫本　孝美

小林　惠子

参事  税務課長

南部幼稚園長

主任保育士

南部保育所
主任保育士

高城保育所
主任保育士

○南部保育所保育士

上南部こども園主任保育士

熊代 和美

林 勢津子

主幹級

健康長寿課主幹

教育学習課主幹

教育学習課主幹

○健康長寿課課長補佐

うめ課主幹

○教育学習課課長補佐

花光 淑子

平　 喜之

小西 利博

越本 進男 

瀧川 　昇   

宇杉 美保

木田 勝紀

髙田 幸平

柴田 一人 
 

瀧川 英之

堀口 和宏

大谷 茂紀

広報みなべ　2018.5

5



広報みなべ　2018.5

6

埴田の谷本光枝さん
１００歳おめでとうございます

NEWS
町内の各小・中学校で入学式

　４月９日、10日に町内の各小・中学校で入学式が行われました。
　高城小学校では、９名の新入生を迎え、入学式が行われ、濵﨑
校長先生は新入生へのお祝いの言葉の中で、「1．自分で、できるこ
とを少しずつ増やしましょう。　2.あいさつや返事をきちんとしましょ
う。　3.早寝、早起きをして、朝ごはんをしっかり食べましょう。」と話を
されていました。子どもたちは、熱心に話を聞いていました。
  

　４月16日、町長が１００歳を迎えた谷本さん
を訪問し、「祝百歳」の賞状と記念品、花束
を贈り長寿をお祝いしました。
　谷本さんは、普段は、新聞を読んだり、家
族が購入してくれた本を読んだりしているそ
うです。また、自家製の梅干しが大好きで毎
日食べていますと話してくれました。
　益々のご長寿を祈念します。

みなべ町障がい児者プラン案、みなべ町地域福祉計画案を答申

　3月22日、町障がい児者プラン策定委員会は町内の
障がい児者の方を対象にアンケートを実施した結果等
を踏まえ、みなべ町障がい児者プラン案（第3期障がい
者基本計画・第5期障がい福祉計画・第1期障がい児
福祉計画）を策定し、委員長の中家久美子さんが町長
に答申しました。

　また、同日、町地域福祉計画策定委員会は、住民アン
ケートや各地域で地区懇談会等をもとに策定した、第３
期みなべ町地域福祉計画案を、委員長の細川初夫さ
んが町長に答申しました。
　

　

た に も と み つ え
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平成２９年度和歌山県消防功労者定例表彰式

　３月23日、和歌山県と公益財団法人和歌山県消防協会主催の和歌山県消防功労者定例表彰式が和歌山市で開
催され、永年、消防団活動に尽力されました次の皆さんが表彰されました。

「春の全国交通安全運動」を実施

　春の全国交通安全運動期間の初日の４月６日、午前7
時30分頃から、町内の元スーパーマーケット前で、交通
事故をなくするみなべ町民運動推進協議会の皆さんが
交通安全のチラシや啓発グッズを配布して、交通事故防
止を呼びかけました。

表彰式に出席された皆さん

●和歌山県消防協会総裁表彰（功績章）
　　分団長　龍神　睦男　様
●和歌山県消防協会総裁表彰（勤続章４０年）
　　副団長　湯川　明広　様
●日本消防協会会長表彰（精績章）
　　副団長　石上　　進　様
●日本消防協会会長表彰（勤続章３０年）
　　分団長　中西　基博　様
　　分団長　山本　　実　様
　　団　員　酒井　泰司　様
　　団　員　市井　芳明　様
●和歌山県知事表彰（永年勤続功労章）
　　分団長　西原　英男　様

「みなべ てづくりストリート」が開催

　4月14日、町内の中央通り商店街と高見通り商店街で
手作りの品を販売する「みなべ てづくりストリート」がみな
べおかみ元気会主催で開催されました。
　当日は、商店街の店舗の軒先や空き家などで約30の
お店がバッグや小物、アクセサリーなど手作りの品を販売
していました。
　商店街は、楽しそうに買い物をする多くのお客さんで
賑わっていました。
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の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

家
の
新
築・増
改
築
に「
紀
州
材
」を

　
使
用
す
る
と
最
大
40
万
円

　　　
紀
州
材
を
使
用
し
て
町
内
に
住
宅
を
建
設
す
る

場
合
に
、町
の
補
助
金（
最
高
20
万
円
）が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
補
助
金
を
受
け
る
場
合
に
は
、棟
上
げ
の
３
日
前

ま
で
に
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

﹇
町
の
補
助
金
﹈

■
補
助
対
象
木
材
の
条
件

　
木
材
含
水
率
が
25
％
以
下
の
も
の
で
あ
り
、和
歌

山
県
の
証
明
基
準
に
よ
り
紀
州
材
で
あ
る
と
証
明

さ
れ
る
も
の
。

■
住
宅
の
条
件

①
新
築
の
場
合
＝
申
請
者
自
ら
が
居
住
す
る
目
的

で
建
設
す
る
木
造
住
宅

②
増
改
築
の
場
合
＝
建
築
基
準
法
上
の
許
可
又
は

届
け
出
が
必
要
な
規
模
の
も
の

■
そ
の
他
の
条
件

　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
補
助
対
象
木
材
の

工
事
現
場
で
の
施
工
が
完
了
す
る
こ
と

■
補
助
金
額（
１
棟
当
り
）

　
材
積
１
㎥
当
た
り
２
万
円
を
乗
じ
た
金
額

　
限
度
額
　
１
棟
当
た
り
20
万
円

■
リ
フ
ォ
ー
ム

　
紀
州
材
の
使
用
面
積
が
20
㎡
以
上
、工
事
費
が
50

万
円
以
上
で
５
万
円
の
定
額
補
助

﹇
申
請
方
法
及
び
申
請
先
﹈

　
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、産
業
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
建
築
確
認
済
通
知
書
の
写
し
等
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

＊
申
請
様
式
等
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

﹇
受
付
期
間
﹈

　
平
成
31
年
２
月
末
ま
で

　

《
県
の
補
助
金
》

　
紀
州
材
を
使
用
し
て
県
内
に
住
宅
を
建
設
す
る

場
合
に
、県
か
ら
補
助
金（
最
高
20
万
円
）が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
振
興
局
へ
直
接
、申
請
が
必
要
で
す
。主
な
条
件

等
く
わ
し
く
は
、左
記
振
興
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〒
６
４
４
|
０
０
１
１

　
御
坊
市
湯
川
町
財
部
６
５
１

　
日
高
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部
　
林
務
課

　（
℡
０
７
３
８
|
24
|
２
９
１
２
）

※

申
し
込
み
様
式
等
は
次
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/prefg/

070600/kisyuzai/jyutaku.htm
l

 

６
月
の
農
業
委
員
会
は
休
会
に
な
り
ま
す
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総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

　
起
こ
り
う
る
巨
大
地
震
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

は
、住
宅
の
耐
震
化
が
重
要
と
な
り
ま
す
。町
で
は

住
宅
の
耐
震
化
に
対
し
て
次
の
と
お
り
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。今
年
度
よ
り
補
助
対
象
の
拡
充
が
さ
れ

て
い
ま
す
。補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
総
務
課
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断

　
次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
に
つ
い
て
、耐
震
診
断

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

〈
診
断
費
用
〉

●
木
造
住
宅
　
無
料

●
非
木
造
住
宅
　
必
要
な
経
費
の
２
／
３（
上
限
８

万
９
千
円
）を
補
助

〈
対
象
住
宅
〉

　
２
階
建
て
以
下
で
、延
べ
床
面
積
が
２
０
０
㎡
以

下
の
専
用
及
び
併
用
住
宅
な
ど
で

●
木
造
住
宅
の
場
合
　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
み
な
べ
町
内
の
住
宅（
今
年
度
よ
り

対
象
を
拡
充
）

●
非
木
造
住
宅
の
場
合
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
み
な
べ
町
内
の
住
宅

〈
募
集
戸
数
〉

●
木
造
住
宅
　
15
戸

●
非
木
造
住
宅
　（
申
込
み
の
際
は
事
前
に
総
務
課

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）

〈
申
込
受
付
〉

　
平
成
30
年
５
月
１
日
〜
平
成
31
年
２
月
28
日

※

募
集
戸
数
に
達
し
た
場
合
、そ
の
時
点
で
終
了
と

な
り
ま
す
。

〈
内
　
容
〉

●
専
門
の
耐
震
診
断
士
が
診
断
し
ま
す
。

●
診
断
結
果
は
、耐
震
診
断
士
が
２
〜
３
か
月
後
に

訪
問
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

耐
震
補
強
設
計

　
耐
震
補
強
の
設
計
に
必
要
な
費
用
の
２
／
３（
最

大
13
万
２
千
円
）を
補
助
し
ま
す
。

〈
対
象
住
宅
〉

●
耐
震
診
断
の
結
果
、木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
耐
震

評
点
が
１・０
未
満
、非
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
Is
値

が
０・６
未
満
、ま
た
はｑ
値
が
１・０
未
満
と
診
断
さ

れ
た
住
宅

〈
募
集
戸
数
〉

●
３
戸

〈
申
込
受
付
〉

　
平
成
30
年
５
月
１
日
〜

※

募
集
戸
数
に
達
し
た
場
合
、そ
の
時
点
で
終
了
と

な
り
ま
す
。

耐
震
改
修
及
び
建
替
え
工
事

　
耐
震
改
修
及
び
建
替
え
工
事
に
か
か
る
費
用
の

補
助（
最
大
１
０
１
万
１
千
円
）が
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
対
象
住
宅
〉

●
耐
震
診
断
の
結
果
、木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
耐
震

評
点
１・０
未
満
、非
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
Is
値
が

０・６
未
満
ま
た
はｑ
値
が
１・０
未
満
と
診
断
さ
れ

た
住
宅

●
改
修
及
び
建
替
え
後
に
、耐
震
評
点
が
１・０
以

上（
０・７
以
上
で
も
可
）、非
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は

Is
値
が
０
・
６
以
上
か
つｑ
値
が
１
・
０
以
上
。

〈
募
集
戸
数
〉

●
３
戸

〈
申
込
受
付
〉

　
平
成
30
年
５
月
１
日
〜

※

募
集
戸
数
に
達
し
た
場
合
、そ
の
時
点
で
終
了
と

な
り
ま
す
。

耐
震
ベ
ッ
ド・耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

　
既
存
の
木
造
住
宅
内
に
、耐
震
ベッ
ド・耐
震
シェル

タ
ー
を
購
入
、設
置
す
る
際
に
、費
用
の
２
／
３（
最

大
26
万
６
千
円
）を
補
助
し
ま
す
。

　
た
だ
し
購
入
、設
置
す
る
耐
震
ベッ
ド・耐
震
シェル

タ
ー
は
、県
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

〈
対
象
住
宅
〉

　
木
造
住
宅
で
、耐
震
診
断
の
結
果
、評
点
が
１・０

未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

〈
募
集
戸
数
〉

●
１
戸

※

補
助
件
数
に
つ
い
て
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
件
数
が
多
数
の
場
合
は
、高
齢
者
、障
害
者
の

方
を
優
先
し
て
補
助
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
受
付
〉

　
平
成
30
年
５
月
１
日
〜

※

募
集
戸
数
に
達
し
た
場
合
、そ
の
時
点
で
終
了
と

な
り
ま
す
。

※

各
事
業
の
補
助
を
受
け
る
に
は
、事
前
に
総
務
課

へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。申
請
方
法
等
に
つい
て
く
わ

し
く
は
、総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
ま
い
の
耐
震
診
断
し
ま
せ
ん
か
？

　
耐
震
事
業
で
安
心・安
全
な
住
ま
い
を
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農
業
資
金
相
談
会
の
開
催

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

「
緑
の
募
金
」運
動
に

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら

第
２
回
町
議
会
定
例
会
は

　
　
５
月
15
日（
火
）開
会
予
定

和
歌
山
県
か
ら

和
歌
山
県
か
ら

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　
　
５
月
31
日（
木
）で
す

和
歌
山
県
で
は
、木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
耐
震
診
断
の
結
果
、耐
震
評
点
が
１・０
未
満
と

判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
し
、各
種
相
談
や
改
修
プ
ラ
ン
の
提
案

な
ど
を
無
料
で
行
って
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、役
場
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　　
き
れ
い
な
空
気
、お
い
し
い
水
、心
身
の
癒
し
、地

球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
、森
林・緑
は
わ
た
し
た
ち
に

多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、い
ま
国
内
で
は
手
入
れ
不
足
等
に
よ
って

森
林
が
本
来
の
は
た
ら
き
を
発
揮
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

　
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る「
緑
の
募
金
」

は
、み
ど
り
豊
か
で
活
力
と
潤
い
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
や
国
内
外
の
森
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
、募
金
の
お
願
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご

理
解
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　

　
相
談
は
、日
本
政
策
金
融
公
庫
担
当
者
と
の
個

別
相
談
方
式
で
行
い
ま
す
。

◆
相
談
日
時
　
５
月
23
日（
水
）

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
の
間
で
順
次

◆
相
談
場
所
　
役
場
１
階
　
会
議
室

◆
申
込
み
先
　
　
産
業
課

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
み
締
切
　
５
月
18
日（
金
）

　
平
成
30
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会
が
、５
月
15

日（
火
）か
ら
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
定
例
会
で
は
、皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
連
す
る
案

件
や
予
算
の
審
議
、町
が
行
う
事
業
な
ど
に
つ
い
て

各
議
員
が
質
問
す
る「
一般
質
問
」も
行
わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、お
誘
い
合
わ
せ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。ま
た
、本
会
議
の
様
子
は
、パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
み
な
べ
町
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
議
会
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、後
日
、町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。く
わ
し
く
は
、議
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在
の
自
動
車（
軽
自

動
車
税
対
象
車
種
を
除
く
）の
所
有
者
等
に
毎
年

納
税
し
て
い
た
だ
く
県
税
で
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
貴
重

な
財
源
と
な
って
い
ま
す
。

納
期
内
納
税
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、５
月
31
日

（
木
）で
す
。納
税
は
お
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機

関
、コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。ペ
イ
ジ
ー

対
応
Ａ
Ｔ
Ｍ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
も

で
き
ま
す
。

※

車
検
時
に
は
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、納

税
証
明
書
を
車
検
証
と
と
も
に
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の
減
免

　
身
体
障
害
者
手
帳・療
育
手
帳・精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳・戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
使

用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、自
動
車
の
名
義・障
害

の
程
度
等
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
が
、申
請
に
よ

り
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

●
紀
中
県
税
事
務
所（
有
田
総
合
庁
舎
内
）

　
有
田
郡
湯
浅
町
湯
浅
２
３
５
５
|
１

　
℡
０
７
３
７
|
64
|
１
２
６
０
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給
食
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
２
４
３
７
）か
ら

給
食
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
２
４
３
７
）か
ら

　
平
成
30
年
６
月
採
用
の
み
な
べ
町
立
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
臨
時
調
理
従
事
者
を
募
集
し
ま
す（※

社
保

な
ど
各
種
保
険
が
あ
り
ま
す
）。

●
募
集
人
員
　
１
名

●
応
募
資
格
　
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

●
仕
事
の
内
容
　
給
食
調
理
業
務
全
般

●
募
集
期
間
　
平
成
30
年
５
月
１
日（
火
）〜
５
月

14
日（
月
）午
後
５
時
ま
で（
土・日・祝
日
を
除
く
）

●
提
出
書
類
　
履
歴
書（
市
販
品
）

●
提
出
先
　
み
な
べ
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

※

応
募
は
郵
送
で
も
可
。た
だ
し
、５
月
14
日
ま
で

に
必
着
す
る
こ
と
。

●
採
用
方
法
　
書
類
審
査
後
、面
接
試
験
に
よ
り

採
用
を
決
定
し
ま
す
。（
５
月
中
）

　
く
わ
し
く
は
給
食
セ
ン
タ
ー（
℡
74
|
２
４
３
７
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や

そ
の
ご
家
族
等
か
ら
の
相
談
や
裁
判
付
添
な
ど
の
支

援
活
動
を
行
って
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

養
成
講
座
基
礎
コ
ー
ス（
前・後
期
）

講
座
日
程
　

・ 

前
期
　
６
月
９
日（
土
）、16
日（
土
）、23
日（
土
）

・ 

後
期
　
６
月
30
日（
土
）、７
月
７
日（
土
）

受
講
資
格
　
原
則
と
し
て
年
齢
20
歳
以
上
で
全
日

程
を
受
講
で
き
る
方

募
集
人
員
　
30
名

応
募
方
法
　
別
に
配
布
す
る「
支
援
活
動
員
養
成

講
座
申
込
書
」に
記
載
の
う
え
、紀
の
国
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
に
提
出

受
講
料
　
申
込
金
２
０
０
０
円
、受
講
料（
前・後
期
）

各
３
０
０
０
円

申
込
受
付
　
５
月
１
日（
火
）〜
５
月
31
日（
木
）

会
場
　
和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
田
辺
市
新
庄
町
３
３
５
３
|
９
）

後
援
　
和
歌
山
県
、県
教
育
委
員
会
、県
警
察
、県

市
長
会・町
村
会
、和
歌
山
弁
護
士
会
　
他

　
く
わ
し
く
は
、公
益
社
団
法
人
紀
の
国
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー（
℡
０
７
３
|
４
２
７
|
２
１
０
０
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　申
込
受
付
期
間

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
６
月
18
日（
月
）〜
６
月
27
日（
水
）

※

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
郵
送
ま
た
は
持
参

　
６
月
18
日（
月
）〜
６
月
20
日（
水
）（
通
信
日
付
印

　
有
効
）

第
１
次
試
験
日
　
９
月
２
日（
日
）

試
　
験
　
地
　
和
歌
山
市
、田
辺
市
、大
阪
市
他

◎
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」へ
。

問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
近
畿
事
務
局
　
試
験
第
二
係

　
℡
０
６
|
４
７
９
６
|
２
１
９
１

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

被
害
者
支
援
活
動
員
養
成
講
座

　
　
　  （
第
17
期
）受
講
生
の
募
集

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

　
臨
時
調
理
従
事
者
を
募
集
し
ま
す

人
事
院
近
畿
事
務
局
か
ら

人
事
院
近
畿
事
務
局
か
ら

平
成
30
年
度
国
家
公
務
員
採
用

　
　
　一般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

5月12日は「民生委員・児童委員の日」です
～紡ぎゆく100年　子どもに寄り添う70年～

民生委員制度は昨年で100周年、児童委員制度は70周年を迎えました。
民生委員制度の起こりである「済世顧問制度」は、大正6年に岡山県で始まりました。
やがて「方面委員制度」として全国に広まり、今日に至るまで、生活上の課題がある多
くの人々の支えとなってきました。
●民生委員とは
　厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、児童委員を兼ねており、ボ
ランティアとして活動しています。また、児童福祉を専門に担当する主任児童委員もい
ます。

民生委員・児童委員には担当区域がありますので、お住まいの地域の担当委員の確
認は、住民福祉課（℡72‐2161）へお問い合わせください。

民生委員・児童委員は地域住民の身近な相談相手であり、専門機関へのつなぎ役です
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乳幼児健診　（場所　ふれ愛センター）
受付時間１２：４５～１３：１５

４・10か月児健診
（平成29年7月・平成30年1月生まれ） 5月18日（金）

3歳6か月児健診
（平成26年9月・10月生まれ）
2歳6か月児歯科健診
（平成27年10月・11月生まれ）

5月16日（水）

5月  9日（水）

健　診　名 実　施　日

センター
だより
センター
だより

（健康長寿課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

献血にご協力をお願いします

9：00～10：30
12：00～13：30
14：30～16：30

堺漁港
ウメタ様駐車場
みなべ町役場

5月16日（水）

※献血カードまたは本人であることを証明できるも
　の（運転免許証など）をお持ちください。

高城保育所　（℡75-2044） ２日（水）    10：00～11：00
こどもの日のつどい

子育て世代包括支援センター「Tetote」の
ロゴマークが下記のように決まりました！

南部保育所　（℡72-4520）15日（火）　10：00～11：00
上南部こども園　（℡74-3022）17日（木）    10：00～11：00
高城保育所　（℡75-2044）17日（木）　10：00～11：00
清川保育所　（℡76-2251）11日（金）　10：00～11：00
愛之園保育園　（℡72-2371）17日（木）　 ９：45～10：30
                                  30日（水）　 ９：45～10：30

※愛之園保育園は申込みが必要です

お外で自由遊び（南部・愛之園保は雨天中止）

５月のおひさま広場（保育所開放）

　未就園児とお家の皆さん、
遊びに来てください。

　運動が苦手な方でも大丈夫です！
　健康運動指導士、中図弥生先生
の指導のもと、楽しく運動ができる教
室です。
　はじめての方も歓迎します。

トレーニング教室に参加しませんか？

◆場　所

◆日　時

持ってくるもの

はあと館（社会福祉センター）
みなべ町芝４４７－２
毎週金曜日（祝日を除く）
※毎月の広報紙でご確認ください。
18：00～21：00　自由にトレーニング
20：00～21：00　健康運動指導士による
　　　　　　　リズム体操

室内用運動靴、飲み物、タオルなど

11日・18日・25日の金曜日
参加費は無料。町内在住・在勤の成人の方ならどなた
でも参加ＯＫです。

※トレーニングに適した服装でお越しください。

５月のトレーニング教室開催日　

マタニティー＆ベビーサロン
◆日　時
◆場　所
◆対　象
◆内　容

５月２4日（木）13：30～15：00
ふれ愛センター　
妊婦または小さなお子さんの保護者
マタニティのお母さん同士の仲間づくり
の場です。
助産師・栄養士・保健師も参加します。
ぜひ、遊びに来てください。

て　　と　　て

（南部ライオンズクラブ･町共催）
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風しん予防接種費用を助成
　妊娠初期に風しんに感染すると、胎児も風しんウイルスに感染し、先天性風しん症候群（胎内感染により白内
障、先天性心疾患・難聴などの先天性疾患）の赤ちゃんが生まれることがあります。

　妊娠中は風しん予防接種ができないため、家
族（特にパートナー）の方が接種を心がけること
が必要です。
　町では、右記の方を対象に、風しん予防接種
費用を助成しています。

離乳食教室

特定健診・がん検診の申込みはお済みですか？

６・７か月のお子さんの保護者を対象に栄養士・保健師による離乳食教室を行います。

　健診（検診）は、ご自分の健康状態を知る良い機会です。
　申込みがまだの方は、今すぐ希望調査票を返送してください。

　昨年度からお知らせしていましたが、平成28年度から厚生労働省の「がん検診
実施のための指針」が変更されました。
　それに伴いみなべ町も平成31年度（来年度）から変更します。
40歳代の方は今年度ぜひ受診ください。

◆日　時

◆対　象

◆場　所

５月11日（金）
午前10時～11時30分
平成29年10・11月生まれのお子さんと
保護者
ふれ愛センター

＊参加申込みが必要です。
申込みは、ふれ愛センター
（℡74-3337）へ。

平成31年度からがん検診の受診年齢が変更になります！

● 胃がん検診（胃バリウムＸ線検査）
● 前立腺がん検診 40歳以上 50歳以上 偶数年（2年に1回）

※必要な書類等、くわしく
は、ふれ愛センターへお
問い合わせください。

助成対象者
　◎妊娠を予定または希望している19歳以上50歳
　　未満の女性
　◎妊娠している女性の配偶者
助成内容
　　みなべ町が契約している医療機関で接種する
　場合、無料で接種できます。
　＊契約医療機関以外で接種した場合は接種費
　用を払い戻します（上限金額あり）。
助成期間
　　平成31年３月31日まで
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上南部分館　おはなしの会
5月１2日（土）午前１０時３０分から

　今年は伊能忠敬の没後２００年です。江戸時代、測量によ
る日本地図を初めて作った偉人、伊能忠敬がよくわかる本と、
地図の楽しみあれこれについての本をご紹介します。

「地図の楽しみ」1階

　ゴールデンウィークの予定はお決まりですか？ 2階では、心
がウキウキする旅のお話や、おでかけ準備のための本を集め
ました。いつもよりちょっと長いお休みを、思いきり楽しんでくださ
い！

「おでかけしよう」2階

ゆめよみ館・5月のカレンダー

5月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通
信

　『シートン動物記』で知られる「オオカミ王ロボ」が絵本にな
りました。博物学者で画家のシートンに、家畜を荒らすオオカミ
を退治してほしいという依頼がきました。オオカミのリーダーは
とても頭がよく、人間から「ロボ」と呼ばれています。ロボと何度
も対決するうち、悪者とされてきたオオカミたちへの考え方が
シートンの中で変わっていき…。のちに世界を動かすことにな
る、一匹のオオカミの物語です。

『カランポーのオオカミ王』

そのほかこちらも・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

今月のオススメ

このほかの新着図書は、
図書館ホームページから
ご覧いただけます。

ブ
リ
ッ
タ・テ
ッ
ケ
ン
ト
ラ
ッ
プ

　作・絵

（
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
）

お
な
じ

　そ
ら
の

　し
た
で

　

石
亀
泰
郎

　著

（
夏
葉
社
）

ふ
た
り
っ
子
バ
ン
ザ
イ

（
洋
泉
社
）

激
動
の
平
成
史

ウィリアム・グリル 作　千葉茂樹 訳（岩波書店）

春休みおすすめの本の展示とおはなし会　

ゆめよみ館は祝日も開館しています

　高城・清川分室、上南部分館、ゆめよみ館と、４ヶ所で展示と
おはなし会を行いました。おはなし会ではボランティアのみなさ
んによる昔話や紙芝居が行われ、とても好評でした。

新しいＤＶＤ・ＣＤが入りました

　DVD37点、CD15点を新入荷しました。お家でゆっくり名作
を観たり、CDを聴いて、新生活の疲れを癒すのにお役立てく
ださい。お一人2点まで借りていただけます。館内でも視聴で
きますので、ご希望の方はカウンターまでお尋ねください。

　１日（火）
　２日（水）
　５日（土）

　７日（月）
　10日（木）

　12日（土）
　14日（月）
　19日（土）
　21日（月）
　24日（木）

　26日（土）

　28日（月）
　31日（木）

休館
休館（館内整理日）
わくわくタイム（10：30～）
おはなし会（14：00～）
休館
ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）
（10:30～）
おはなし会（14:00～）
休館
おはなし会（14:00～）
休館
ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）
（10:30～）
ビデオ上映会（10：30～）
おはなし会（14：00～）
休館
休館（館内整理日）

平成３０年工業統計調査を実施します
　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計法に基づく
報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。
　調査時点は平成30年６月１日です。調査票へのご回答をお願いいたします。

日 時
場 所
募集人員
参 加 費
申込方法

申込締切

■
■
■
■
■

■

平成30年５月19日（土）午前10時30分～午後3時　
国民宿舎紀州路みなべ
25歳～40歳ぐらいの独身男女　各10人程度
男性3，000円　女性1，500円
①氏名②年齢③市町村名④職業をメールしてください。
メールアドレス　09021999794＠docomo.ne.jp　　　　　　
平成30年５月10日（木）

日 時
場 所
予約受付

■
■
■

平成30年５月２2日（火）午前１0時から正午まで
日高振興局（御坊市湯川町財部651）
平成30年５月8日（火）午前９時から（先着6名）　電話は下記へ。

お知らせいろいろ

お問い合せ先　和歌山県調査統計課（℡073-441-2390）・町役場（℡72-2051）

移動県民相談の開催
　県では、法律問題（土地、相続等）、行政への要望などについて、弁護士及び県民相談員が相談をお受けして
います。　相談には、電話での予約が必要です。

お問い合せ先　日高振興局　総務県民課（℡0738-24-2936）

くわしくは、最寄りの税務署にお問い合わせいただくか、国税庁ホームページ（お酒についてのＱ＆Ａ）をご覧ください。

和歌山税務署から「自家製梅酒の注意事項」のお知らせ
　ご家庭で梅酒を造る際には、酒税法の規定により使用できる酒類や、使用できる物品等に制限がありますの
で、ご注意ください。

婚活イベント「ヨガ教室で心身健康」の開催　

お問い合わせ先  わかやま結婚サポーター　糸川　携帯電話番号090-2199-9794

工
業
統
計
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

コ
ウ
ち
ゃ
ん

注１
　
　２

自家製梅酒等は、あくまでも自ら飲むことを目的としてのみ認められていますので、他人に提供・販売・譲渡
することは禁止されています。
料飲店や旅館等が自家製梅酒をお客様に提供する場合には、事前に書類の提出が必要となりますので、
ご注意ください。

（　　　）対応可能時間
12時～19時
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※一般に市販されている清酒やワインは、アルコール分
が20度未満のため使用できません。
　使用前にアルコール度数をご確認ください。

※上記以外にも使用できない物品がありますので、
　ご注意ください。

【使用できる酒類】 【使用できる物品】

【使用できない物品】

・ 糖類  ・ 梅　など

・ 米 、ぶどう（やまぶどうを含む。）など

アルコール分20度以上の酒類



毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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10 12
■高城中、交通安全教室 ■清川保、おひさま広場（自由遊

び、10：00～）
■上南部こども園、園外保育
■南部保・愛之園保、避難訓練
■高城小、交通安全教室
■人権・行政・登記相談（13：30
～・ふれ愛センター）
■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）

■ひかり保、遠足
■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

■白梅幼、親子遠足

1311

3 5 64

17 19
■高城保・上南部こども園、おひさ
ま広場（外で自由遊び、10：00～）
■愛之園保、おひさま広場（お外で
遊ぼう、9：45～）・すみれ組、クッ
キング
■南部長寿大学（14:00～・南部公
民館）

■高城保・南部保、園外保育
■清川小・高城小、避難訓練
■４・10か月児健診（12：45～・
ふれ愛センター）
■消費生活巡回相談窓口（13：00
～、役場1階会議室）

■白梅幼、園開放日 ■高城中３年、修学旅行（～22日）

2018

24 26
■清川保、クッキング
■上南部こども園年長児、絵本の
読み聞かせ
■南部保、避難訓練
■清川小６年・高城小６年、就学旅
行（～26日）
■岩代小６年生、修学旅行（～25日）
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・ふれ愛センター）

■清川保・高城保・上南部こども
園・愛之園保、避難訓練

2725

31
■南部保・幼、交通安全教室

各納期　
水道料金・公共下水道使用料（3・4
月分）農業集落排水使用料（3・4月
分）の各窓口納付

◆消費者月間
◆水防月間
◆不正大麻・けし撲滅運動（～6月30日）
◆「ＣＯＯＬ　ＢＩＺ」（クールビズ）　（5月1日～）
◆情報通信月間（15日～6月15日）

憲法記念日
鹿島神社明神祭

みどりの日 こどもの日

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●5月11日（金）13：30～15：30
●ふれ愛センター
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
◆登記相談（和歌山地方法務局田
辺支局員）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
●片町　はあと館

●11日（金）13：00～15：00　
●南部公民館（片町）
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●12日（土）（9：30～16：00）年
金相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
●ふれ愛センター

ねんきんダイヤル
0570-05-1165

●IP電話・PHSからは
　　　　　℡03-6700-1165へ
月～金曜日　午前8：30～午後5：15
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
しいことは、住民福祉課
（℡72-2161）へ 7 8 9

■南部幼、幼稚園まつり ■南部保、絵本の読み聞かせ
■南部幼、遠足
■上南部小６年、修学旅行（～11
日）
■2歳6か月児歯科健診（12：45
～・ふれ愛センター）

1 2
■岩代小、遠足 ■清川保、こどもの日の会

■高城保、おひさま広場（こどもの
日のつどい、10：00～11：00）
■南部幼　避難訓練
■高城小・上南部小、遠足

14 15 16
■南部保、おひさま広場（外で自由
遊び、10：00～）
■町議会開会（予定）

■清川保、絵本の読み聞かせ
■高城保・南部保、クッキング
■上南部中３年、修学旅行（～18
日）・２年、職場体験学習（～18日）
■3歳6か月児健診（12：45～・ふ
れ愛センター）
■献血（9：00～10：30堺漁港／
12：00～13：30ウメタ様駐車場
／14：30～16：30みなべ町役場）

■高城中、防災訓練

21 22 23
■愛之園保、eco孫爺 おじいちゃ
ん・おばあちゃんとおそうじ大作
戦
■生活お困り相談（13：30～、役
場）
■県こうのとり相談（田辺保健所）
（14：30～）

■上南部小、交通安全教室■南部幼年少児、浜遊び
■南部小６年生、修学旅行（～22
日）
■南部中3年、修学旅行（～23日）・
2年、職場体験（～23日）・1年、遠
足

28 29 30
■南部長寿大学、県内研修 ■愛之園保、おひさま広場（お外で

遊ぼう、9：45～）
■ひかり保、避難訓練
■上南部小・南部小、避難訓練

各納期　
水道料金・公共下水道使用料（3・4
月分）・農業集落排水使用料（3・4
月分）の各口座振替
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みなべ町のホームページ
http://www.town.minabe.lg.jp

広報みなべは再生紙を
使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆QRコード
http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

男
女
人口
世帯数

３月末現在
６，１２０人
６，８００人
１２，９２０人
４，８２２世帯

（前月比）
（－３６人）
（－１４人）
（－５０人）
（＋３世帯）

3月中の異動
出生　１１人
死亡　２０人
転入　３５人
転出　７６人

高齢化（65歳以上）
割合  ３1．0％

人のうごき

了承をいただいた方だけを掲載しています

3月届出分（敬称略）3月届出分（敬称略）
埴　田 　井　　一 （９２） ３／１

東岩代 松川　正美 （８７） ３／３

軽井川 平　富夫 （８０） ３／３

東岩代 山中　和枝 （８６） ３／６　

徳　蔵 川口　フミ子 （９５） ３／１２

　堺 平野　慶次 （８８） ３／２２

熊　岡 日置　猶次 （７８） ３／２４

徳　蔵 野田　義一 （８４） ３／２５

東神野川 下村　健一 （９４） ３／２５

西岩代 尾﨑　文子 （９４） ３／３０

西本庄 大久保　竹夫 （９０） ３／３１

住所 なまえ 逝去日
おくやみ

埴　田 平尾　 楓 （女） ２／２ （裕徳・絵里子）

晩　稲 清水　凜星 （男） ２／２２ （雄基・百香莉）

　滝 田中　柚羽 （女） ２／２３ （悠太・友紀）

片　町 中川　陽愛 （女） ２／２６ （幹基・紋）

高　野 松原　彩音 （女） ２／２７ （智志・亜美）

晩　稲 大西　優乃 （女） ３／５ （与志之・三咲）

晩　稲 田中　愛心 （女） ３／５ （信弘・沙織）

埴　田 　根　悠斗 （男） ３／６ （大介・多恵）

埴　田 三木　心陽 （女） ３／６ （誠也・佳寿美）

木ノ川 石井　芽依 （女） ３／１４ （北斗・麻衣）

西岩代 勢力　 晴 （男） ３／１５ （哲・郭娜）

　筋　 田中　結愛 （女） ３／１６ （雄也・美里）

住所 なまえ 誕生日 パパ・ママ
かえで

りんせい
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県道芳養清川線（面谷トンネル工区）開通
　平成30年３月17日に県道芳養清川線（面谷トンネル工区）が開通しました。
　建設後65年が経過し、老朽化していた以前の面谷トンネルは、幅員が3.3ｍと狭く、車同士の対向が困
難なうえ、高さ2.8ｍ以上の大型車両が通行できないため、平成24年度から新トンネルを含む1.0ｋｍ区間
のバイパス整備が行われました。
　今回の開通により、みなべ町と田辺市間の交通の難所が解消され、大型車両等の円滑な通行が可
能となるため、地域の活性化が期待されます。

芳養清川線開通を祝う会　　祝う会で名之内の獅子舞（県の無形文化財）を披露　　本ノ谷橋の渡り初め　　盛り上がった餅まき
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